
第 19 回理事会議事録 
 
１．日時 ：2014 年 7 月 25 日（金）午後 6 時 30 分～8 時 50 分 

２．場所 ：東京都新宿区四谷 1-13 虎ノ門実業会館四谷ビル 2F  四谷ブリッジセンター 

３．出席者：【理事 10 名】 鳩山勝郎、大橋正幸、兼岩芳樹、ロバート・ゲラー、 

齋藤陽子、高崎恵、寺本直志、中谷忠義、橋本公二、 

山田和彦 

【欠席 3 名】   細田博之、島村京子、吉田正 

【監事 1 名】   神代高弘（成田秀則監事は欠席） 

【事務局 3 名】 大政事務局長､清水普及事業部長、鈴木競技会事業部長代行 

【オブザーバー1 名】宮内宏顧問弁護士 

（理事現在数：13 名、定足数 7 名、本人出席 10 名） 

 

４．議事の経過及び結果 

  鳩山勝郎会長代行を議長に、議題を逐一審議した。 

 

第 1 号議案 第 18 回理事会議事録案の承認について 

      議事録案を承認した。 

 

第 2 号議案 各委員会委員の指名について 

前回理事会で委員の指名漏れがあったため、各委員会の委員名簿が改めて提

出された。 

企画委員会から神代監事を相談役として追加する案が提出され、審議の結果、

企画委員会の委員及び相談役、人事委員会、ルール委員会、代表選抜委員会、

センター協議委員会の各委員及び競技委員会の委員長指名委員について全員

の指名を承認した。 

 

第 3 号議案 各委員会及び事業部報告について 

                1．企画委員会 

企画委員会規則改正案が提出され、山田企画委員長より定数の修正及び前

回理事会で指摘された業務執行理事の企画委員会への出席について条文

の追加を行ったとの説明があった。審議の結果、改正案を一部修正の上こ

れを承認した。 

山田委員長より今回相談役に指名された神代監事を委員として指名した

いと提案があり、これに対し宮内顧問弁護士より法的には問題ないが、連

盟の活動を監視する立場の監事が連盟の活動について検討を行う委員会

の委員になることは適切ではないとの発言があり、神代監事には相談役と



して企画委員会に出席を求めることに決定した。 

山田企画委員長より 7 月 16 日開催の企画委員会の議事録について説明が

あった。 

今年度の活動内容について以下の活動を行う。 

・普及中期計画の中間評価を年末までに行い、中期計画の見直しと平成

27 年度予算作成方針を決定する。 

・競技会事業の収支分析を行う。そのために以下の資料を作成して次回検

討を行う。 

過去 5 年間の競技会主催・公認収入 

昨年のレイティング別の参加者数 

公認料値下げ、シニア割引がない場合との収支比較 

ウィークリー、初心者競技会、サロンの参加者数 

・ナショナルディレクターに対して、技量、顧客対応の両面から評価を行

う方法の検討 

普及事業部より資料が提出され、その中で将棋女流棋士に体験教室を受講

してもらい、「将棋世界」とスカイマーク機内誌に掲載する企画の説明が

あった。企画としては面白いが、媒体の再検討と、JCBL ホームページへ

の転載許可等について確認するよう指示があった。 

                2．センター協議委員会 

山田センター協議委員長より 7 月 16 日開催のセンター協議委員会につい

ての討議内容について説明があった。 

センターとの協議は第 1 回を 7 月 30 日（水）に行う。以降は偶数月第 2

水曜に連盟内部での検討会を開き、センター側との協議は奇数月第 3 水曜

を提案する。 

首都圏センター会議に従来から出席している鈴木と共に、センター協議委

員会から 1 名が出席する。 

8 月 2 日（土）10 時から浜松で開催の地方クラブ会議に事務局の大政、鈴

木と共に中谷理事が出席する。 

センターから提出された 2014 年度事業計画書に記載された普及活動をま

とめた資料及び 2013 年度の各センターのレイティング別の競技会開催状

況をまとめた資料が提出された。 

2 つのセンターについては普及活動がほとんど記載されておらず、他のセ

ンターの普及活動実施状況の調査とともに今後指導を強化する。 

また、年間ウィークリーゲーム開催回数が 0 回と 10 回のセンターがあっ

た。 

                3．代表選抜委員会 

NPC を含む日本代表経験者 22 名の連名で「代表チームの選抜及び補助に



関する意見書」が提出された。前回中谷理事より提案のあった意見ととも

に、来年度の代表選抜に向けて、代表選抜方法及び助成についての内容を

代表選抜委員会において検討を進めて行くことに決定した。 

第 50 回 APBF 選手権日本代表募集／選抜要項については昨年の募集／選

抜要項とほぼ同じ内容に戻して会報に掲載することとし、APBF 選手権及

びその後の世界選手権での報奨金はそれぞれ NPC を含め 1 人 15 万円と

することに決定した。 

            4．競技委員会 

寺本競技委員長より 7 月 2 日開催の競技委員会の議事内容について、ワー

キンググループへの委員の配置などの報告があった。 

                5．普及事業部 

清水普及事業部長より普及事業部活動報告があった。 

 ゲームマーケット 2014 春（6 月 1 日） 

ゲームマーケット 2014 春に体験コーナーを出展した。72 名が参加。 

 日本橋三越体験サロン（6 月の毎水曜） 

15時30分から17時30分まで、日本橋三越本店本館7階「Hajimarino 

cafe」で体験サロンを開催した。講師は水曜午前に NHK 青山教室で

講師を務める沖谷邦氏と熊野桃子氏で、同教室からの参加者も多く、

毎回 3 テーブルほど集まった。 

 国民文化祭・あきた（10 月 24～25 日） 

秋田ブリッジクラブがウェルカムイベントに出展し、体験教室を開催

する。連盟から講師派遣及び用具貸出などをサポートする。25 日に

は日立ブリッジクラブ主催の競技会を開催する予定。 

 ジュニアくらぶイベントを横浜で開催 

 7 月 15 日付のスポーツ報知にコントラクトブリッジの紹介記事が掲

載された。渋谷ブリッジセンターで講習会を受講している同社記者か

ら取材依頼を受け、6 月 25 日に渋谷にて取材対応した。 

 普及通信 5 月 28 日、6 月 27 日更新 

                6．競技会事業部 

大政事務局長より 7月 4日開催の競技会事業部業務執行会議について説明

があった。 

 高田馬場、渋谷、四谷共催で東京リジョナル開催申請が提出された。 

当初「東京都知事杯」の名称で開催を計画したが、名義使用のために

都庁を訪問して 3 ヶ所の窓口を回ったが、トランプのゲームは伝統文

化に含まれず名義使用許可は出せないと言われるなど、よい感触は得

られず、今回は「東京リジョナル」の名称で競技会を開催する。 

この開催は東京地区のセンター全体に対して許可する物で、開催の 3



センター以外の東京都内のセンターにも開催を告知し、同意を得るこ

とを条件とした。 

 センター別、レイティング別の競技会開催回数とテーブル数の資料が

提出され、ウィークリーの開催が極端に少ないセンターがあるため、

今後指導を強めることになった。 

 JCBL で使用するボードの破損が進んでいることと、事前に組込を行

う競技会の拡大に対応するため、新しいボードの補充を検討する。 

 ブリッジメイトで”not connected”エラーの発生が目立つため、USB

ケーブルの取り替えなど対応策を使用クラブに示し、引き続きエラー

が続くようならゲラー理事がメーカーに問い合わせることになった。 

 シニア割引廃止の影響を調べるため、6 月までのセクショナル参加状

況を集計した。前年度同時期と比較して､シニア参加者数は 4 月は増

加したが、5 月以降は減少となっているが、参加者総数は増加してい

る。 

鈴木普及事業部長代行より競技会事業部活動状況及びゴールドライフマ

スター1 名、シルバーライフマスター8 名、シニアライフマスター18 名、

ライフマスター24 名の資格取得者の報告があった。 

                7．国際交流事業部 

中谷国際交流担当理事より第 2 回アジアカップで開催された APBF 代表

者会議についての報告があった。 

 2013 年香港代表者会議議事録、2013 年 6 月 1 日～2014 年 5 月 31

日決算報告を承認 

 第 50 回 APBF 選手権：2015 年 5 月 21～31 日、モンティエンホテル、

バンコク 

 APBF ユース選手権：2015 年 4 月 1～7 日、バンコク郊外 

 2016 年 APBF コングレス：台湾開催を承認、7 月上旬、淡水 

 2017 年 APBF 選手権：韓国開催を承認、時期は未定、ソウルまたは

インチョン 

 WBF 主催試合開催予定 

World Bridge Series: Sanya, China, 2014 年 10 月 10～25 日 

World Bridge Teams: Chennai, India, 2015 年 9 月 26～10 月 10 日 

World Bridge Games: Warsaw, Poland, 2016 年 8 月 19～9 月 3 日 

World Bridge Teams: Lyon, France, 2017 年 8 月 12～27 日 

World Bridge Series: Orland, USA, 2018 年 9 月 26～10 月 7 日 

 第 3回アジアカップはヨルダン開催で調整中（ゾーン 4, Mazhar Jafri

氏より） 

 2014/2015 APBF 同時大会の開催を承認 



アジアカップユース及び世界大学選手権代表の小山僚子氏が急病のため

以下のメンバーへの変更申請が提出され、検討の結果これを承認した。 

 第 2 回アジアカップ（6 月開催済、中谷担当理事に報告済） 

削除メンバー：小山僚子（大阪大学）、瀬下拓未（大阪大学） 

追加メンバー：菊地忠裕（東北大学）、中西智昭（学習院大学） 

 世界大学選手権（11 月 1～7 日） 

削除メンバー：小山僚子 

追加メンバー：安井祥悟（早稲田大学） 

 

第 4 号議案 その他議案 

1. 財務状況報告 

6 月 30 日時点の予算決算対照表及び 3 期分の比較財務諸表が提出された。 

2. 次回の理事会開催について 

次回理事会は 2014 年 9 月 26 日（金）午後 6 時 30 分に開催する。 

 

 

当日配布書類：第 1 号議案「第 18 回理事会議事録」 

第 3 号議案「第 1 回センター協議委員会議事録」 

「2014 年度派遣のユース代表変更について承認のお願い」 

「第 2 回アジアカップ キャプテン報告」 

第 4 号議案「平成 26 年度予算決算対照表」「比較財務諸表」 

 

 

 

 

平成 26 年 7 月 25 日（2014 年） 

公益社団法人日本コントラクトブリッジ連盟 

第 19 回理事会 

 

代表理事    鳩山 勝郎 

 

監    事 神代 高弘 


